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S
る
必
共
じ
何
等
の
影
f

響
を
も
及
ゆ
い
ヂ
乙
之
悲
し

ん一一'

必
カ
の
機
動
波
及
れ
一町
・ょ

b
機
微
際
約
な
A
二
叉
幽
釘
如
影
な

b
五
識
を
以
て
之

一し一一川

を
創
N
b
一乙
山忠
能
一n，
wo
る
を
以
て
彼
一筋
相
隠
絶
せ
る
の
一関
h

休
業
の
機
動
を
波
及
す
a

一一

る
一
之
と

一わい成
nv

之
営
疑
ふ
も
の
一あ
る

一代
一
し
芝
騰
も
彼
の
越
雷
針
の
一貫
・
気
一堂
吸
政
恥一
一山川

ゑ
磁
気
の
鉄
芹
を
吸
引
す
る
乙
芝
訟
知
ら
れ
餐
ゑ
.思
nv.
揮
は
.
ゐ
渇
ん
J
1

引

十

r

J

d

J

威
泊

n¥之，
bι

底
別
じ
て
施
戚
受
戚
乏
ら
す
施
戚
さ
れ
戚
遜
せ
・し
め
ん
吃
す
る
の

必
カ

K
L
V
L
受
戚
廷
は
誕
の
・心
力
を
鴻
.
受
丈
る
を
云
ム
而
友
て
英
の
機
能
。
ど
戚
.

鑓
芝
云
ぴ
戚
遜
の
)
結
果
&
戚
路
程
云
ム
ム
今
鼠
氷
之
を
.
諭
せ
崎
ん

K
戚
鴻
の
有
無
定

多
少
nr

施
威
力
の
、強
弱
如
何
に
比
例
す
る
~
M
m
mの
に
も
ふ
究
施
戚
の
心
力
b
a
i
強
放

れ

-n
戚
賂
従
て
'苦
心
〈
且
つ
遮
hw一之
に
反
し
て
裳
の
必
.
カ
微
弱
な
る
乞
き
わ
戚
、

隠
蓮
綬
歩
み
が
成

n
金
〈
戚
隠
ゐ
る
乙

εな
し
.心
力
の
強
弱
乏
の
成
る
.目
的
を

建
せ
いん
を
ゑ
叉
打
諮
説
得
へ
し
を
い第
一ず
る
腕
匂
信
仰
必
叉
仇
願
望
必
の
強
弱
多
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寡
を
云
ふ
あ

b
精
紳

一一
-
到
何
事
不
.
成
思
よ
事

η
成
ゑ
得
る
も
の
を

n一義
ゑ
此
の

混
除
外
な
・
必
ず

、受
成
者
が
施
減
者
の

一心
力
そ
・戚
受
ず
る

n
身
体
中
何
の
部
分
よ

b
す
る
も
の

な
必
ゃ
いは
切
ら
が

・に
之
そ
似
る
乙
吃
雛
じ
史
雄
も
恐
く
戸
大
・脳
及
以
小
脳
よ
，

d

，v

、aF

b
u切
る
は
d

の
わ
ら

3
る
か
若
lυ

然
i
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を
せ
は
大
勝
よ
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n
意
識
上
の
心
力
一色

.

戚
受
・
.b
薬

Lm
賂
よ
与
す
る
も
の
が
身
体
蓮
一溺
上
じ
関
す
る
拾
の
を
戚
受
す
る

，る
ら
ゐ
例
之
内
水
を
以
で
牛
乳
本
・

0
吃
僑
せ
し
め
.熱
湯
を
・以
て
摘
な
合
包
思

銭
せ
じ
.U
る
が
如

3
は
大
路
表
皮
の
細
胞
之
乞
戚
受
し
叉
四
肢
の
運
動
行
翁

等
に
閥
す
T
Q

事

n
之
宮
小
路
よ
A
V

威
受
す

b
も
の
る
ら
ん
是
れ
わ
騰
は
意
識

、
の
府
に
し
て
小
J

脳

n
運
動
の

一中
必
一な
れ
一打
な

.b
鯨
客
某
曾
だ
余
に
・
告
七
日
必

~γ~以

凡
毛
職
場
に
創
泌
が
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撃
つ

』や
散
の
剣
銘
の
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に
我
頭
上
に
怒
ら
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ら
ん
む
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i
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時
金
身
先
つ
駿
傑
す
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か
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傑
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め
前
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部
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』趨
A
Y
J
11
忽
，ち
会
身
民
及
ふ
を
魔
ゆ
叉
魔
物
則
。
り
狐
狸
の
類
に
突
.
然
出
港
以
J

一

'た
る
を
・
3
・
も
問
、
ζ

金
身
K
戦
傑
悪
寒
乞
威
、
す
然
れ
を
礼
治
比
の
時

n
後
頭
部
一一一
一一一一一一

い
の
議
よ

.0
泳
&
濃
か
る

i
か
如
心
'寒
戟

-T
る
を
箆
ふ
是
.
れ
剣
絵
の
私
徳
一派
載

す
る
廃
除
し
て
叉
屡
、包
一賞
践
せ
る
所

tv"す
淫
此
の
マ
小
話
亦
柳
ゆ
前
説
の
怠

宥
一
J

忠
一歩
・
・
ず
に
足
ら
ん

ノ
白
ぃ刀
を
以
〈
戦
携
に
相
撃
つ
や
相
.
互
の
必
ガ

n
共
に
融
危
倒

3
ん
注
す
噌
-G
伝

わ
る
.
を
以
で
必
カ
充
.
賓
じ
て
容
易
に
之
乞

m切
る
と
と
飽

n
Jず
史
離
も
若
し
徹

、

手

K
じ
て
必
カ
の
充
貨
を
欠
b
d

寸
.
際
を
鯵
も
裳
の
γ

乗
す
へ
.3
の
.
携
わ
る
民
逢

ヘ
げ
流
基
.
4
u

下
直
“に
之
を
斬
る
~
乙
を
乞
得
ん
乙
の
虚
賞
一
瞬
の
関
門
殆
ん
乏

γ

間
髭
を
容
れ

'aる
酬
明
強
の
閲
・は
し
ν
一て
筆
舌
の
容
易
に
諒
す
る
乙
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能

.st・

-
る
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あ

b
犬
れ
然
i

リ
然
れ
乞
湖
、
此
の
J

際
民
於
け
る
剣
銘
の
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下

n
一
一-K
心
一力
一

心
いを
相
停
は
涼
る
ベ
一い
が
ら
へ伐
放
に
剣
銭
り
で
る
・
乞
共
に
必
力
先
つ
敵
の
必
身
ど

一-
制
し
て
必
カ
剣
・
鋒
相
銭

O

K
敵
身
を
斬
る
裳
の
必
カ

n
前
に
も
云
へ
る

一が
如

〈
此
際
大
脳
よ

b
戚
受
せ
ら
る

3
な
ら
ん

γ

-
r
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狐
.狸
の
類
か
人
を
魅
す
る
や
裳
の
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恐
く

n
入
の
心
カ
の
虚

K
乗
ゑ

…て
英
の

‘ぃ

心
カ
を
注
入
附
恋

ι必
身
乞
制
し
て
迩
動
左
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弄
す
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b
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か
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狐
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w
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ら
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で
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狐
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隙
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茶
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体
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必
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戸
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不
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の
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ム
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に
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狐
狸

一の
心
カ
堂
小
脳
よ
λ

ジ
戚
受
す
る
も
の
攻
る
か

ド

.

司

九
そ
心
力
を
威
受
必
ゆ
る
際

一門
受
戚
渚
の
精
純
作
用
休
止
し
て
会
〈
無
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無
我
の

際

k
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も
の
定
す
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銭
無
我
の
時
打
即
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無
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遜

a
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痛
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叉
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な
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時
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療
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嫡
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叉
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b
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n
忽

ち

之

を

混

し

影

b

b

て
之
民
向
《

n
直
ち
に
之
乞
潟
す
必
・
mq.
し
も
裁
の
も
の
タ
月
さ
花
芝
を
諭
せ
怠

る
な
A

リ
又
之
を
智
・ふ
れ

n
静
稽
な
る
水
門
僅
少
の
衝
動
依
由
て
も
忽
ち
之
を
修
ィ

ヘ
て
水
面
幾
4

多
の
鉱
紋
を
議
く
か
如
し
然
る
に
若
し
乙
れ
に
尻
島し
て
受
成
者
の

摘
中
盤
徴
の
精
紳
作
用
む
の
る
も
其
の
問

n
他

の

心

力

の

之

氏

鼠

入

す

る

の

機

な

を
を
以
て
決
し
て
其
の
心
力
波
動
を
戚
.受

伐

る

乙

怠

る

し

必
カ

n
前
.家

綾

際

せ

る

か

如
b
d

放
に
白
て
戚
滋
傍
播
せ
る
も
の

K
じ
で
い阪
は
一

カ
.
以
必
カ
の
戚
遁
せ
る
に
歪
れ

nH受
成

者

門

会
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自

己

の

精

紳

を
一忠

失

ゑ

て

必

カ
其
の
作
-用
を
這
ム
す
る
之
ゆ
と
を
得
き
る
も
の
な

b
放
に
己
れ
の
思

n
忘
る
.行

鴛
を
な
し
来
己
れ
の
知
ら
さ
る
事
締
乞
穏

b
其
言
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行
鎗

n
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〈

施

戚

者

の

必

思

に

従

ふ
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に

し

て
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時
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ら
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n
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来
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催
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術
を
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た
る
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術
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の
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従
ふ
に
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た
る
現
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を
ロ
岳
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し
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の
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n
一
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頗
る
不
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な
る
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叉
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怒
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滋
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せ
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縫
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縛
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b
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銭

績
を
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せ
し
め
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K
由
て
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殺
す
の
類
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な
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記
す
る
腕
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頗
る
奇
怪
な
る
現
象
な
る
か
如
し
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と
雄
常
彼
の
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入
強
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の
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代
於
て
身
体
鹿
伏
せ
ら
る

t
か
如
き
乞
戚
し
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怖
せ
る
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必
身
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一

し
て
不
獲
の
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潟
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な
を
等
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智
之
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薬
る
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史
あ
し
穣
者
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タ
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の
湿

ー

を
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ら
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d
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・
n
後
僚
の
諮
設
を
解
す
る
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誠
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ら
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刻
術
史

n
術
者
の
必
カ
.K
尚
て
他
十
八
の
心
身
を
制
し
て
自
由
に
之
を
行
動
左
右

せ
ゑ
め
或
h
叉
頼
々
の
~均
影
を
親
鈍
せ
し
む
お
所
の
方
術
&
云
ム
是
れ
亦
魔
術

ブ
一一

等
芝
岡
.
し
く
心
力
平
均
の
妙
機

K
由
て
起
る
所
の
}
積
の
現
象
h
h

外
な
ら

3
る

ぁ
b
故
舵
一
た
か

.之

K
戚
す
れ

n
.術
者
の
忠
・第
J

ぞ
る
所
に
俗
て
成

n
右
ゑ
戒
・n

左
心
誠

n
笑
以
哉
の
泣
き
席
上
山
を
貌
し
目
前
海
を
生
じ
百
花
の
'線
規
た
・
る
路

傍
騒
滑
院
鳴
す
る
泰
図
の
曙
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月
下
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笛
挫
を
返
る
荒
涼
た
る
秋
風
の
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プ
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術
者
の
思
錦
す
、る
所
に
従
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事
の
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し
て
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あ
る
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若
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術
者
の
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K
一
簡
の
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予
を
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d

之
に
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盛
れ
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定
思
震
せ
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し
め
ん
さ
欲
す
れ

n
被
術
者
之
を
傾
ωり
で
鎖
A
9
h
休
業
の
除

ω
の
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を
L
E

貧
し
之

を
菊
萄
請
な
a
g
吃
儒
せ
し
め
・2
A
芝
欲
す
れ

n
絞
術
者

n
h直
ち
に
其
の
一意
思
を
威

し
之
鳴
呼
容
れ
し
さ
葡
萄
酒
あ
る
か
歩
涯
で
之
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砂
其
の
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烈
を
貸
す
へ
ゑ
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が
喧
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面
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潮
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に
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す
る
乙
ど

b

b

凡
て
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の
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あ
る
現
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定
畿
の
催
眠
術
比
戚
せ
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行
錯

園
厄

-a目・旬
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類
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倫
瓦
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奇
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な
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司
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卓
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し
て
霞

K
必
カ
の
作
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の
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以
て
之
を
行
ふ
之
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を
得

業
の
妙
趣
索
よ
A
Y
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日
の
輪
代
め
ら
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8
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カ
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甲
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彼
演
の
問
に
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及
ゑ
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裳
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平
均
を
求
め
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を
す
る
も
の
民

'
ゑ
て
英
の
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勢

n
克
〈
費
者
を
戚
待
ゑ
て
之
を
自
由

K
制
す
る
も
の
あ
れ

n
術

者
の
思
震
国
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ず
る
所

n
智
者
悉
く
之
を
威
し
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の
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さ
漣
A
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る
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濁
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鈎
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る
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双
b
是
れ
必
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波
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求
む
る

n
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め
待

ιる
《

S
時

J

機
に
於
で
の
.ぶ
伶
周
を
港
ふ
す
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機
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n
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必
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休
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し
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て
会
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せ
る
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葉
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一一茅
γ

一トy
英
一の

6
k
解

せ

一芯
‘
る
も
の
叉
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が
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仁
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仁
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験
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起
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催
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叉
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磁
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懇
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燃
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縛
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多
&
d

を
以
て
υ

之
を
徴
す
ヘ
イ
レ
究

m川
崎
骨
崩
御
の
時
紀

伊
国
熊
野
の
有
馬
村

K
葬
祭
し
た

6

2
云
へ
十
る
俸
設
は

有
馬
村
J

有
益
一
回
材
…
即
伊
邪
冊
‘骨
骨
紳
議
之
地
。
踊
葉
東
有
-
-
隠
窟
…
又
日
a

花
窟
…
所
v
葬
-

h

伊
弊
諸
"
岩
窟
也
。
毎
畿
暮
務
。
以
ν
縄
作
a

施
反
幡
旗
一
回
a

続
於
窟
…
歌
舞
祭
ν
之
。
益
往
古

之
遺
俗
ぃ也
。
云
々
。

一

良
他
短
川喜
一
式
紳
筋
線
・
叫
・
載
す
る
所
の
淡
路
髄
津
名
一
郡
淡
路
伊
佐
議
岐
紳
舵

n
…

日
本
よ
伐
の
赫

A
g物
に

あ

ら

ず

パ

.

去
十
九

. 
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大
十
点

即
ち
と
J

砂
神
宮
綬

.6
b者
ーに
し
て
是
れ
い隠
居
の
一地
あ
の
・
定
公
ふ
其
の
修
ふ
る
腕
u

多
.少
…の
相
逮

b
vゆ
.
も
ご
傘
経
俸
の
跡
…を
考
ふ
れ
は
高
天
原
か
乙
の
凶
悶
近
俄

パ…
じ

ら
JO
ゑ

一之
忠

一n
釜
ゑ
疑
ぷ
み
を
の
一事
質
争
、
-P
殊
に
出
雲
其
他

mm況
の
地
方
必

日
一

。
ー
高
天
原
、
往
来
の
頒
繁
歩
、
去

げ内川

一一一
居
之
主
確

U
る
討
も
の
シ

6
へ中
一服
)
満
天

'原
の
天
上
の
一
界
に
あ
ら
h

涼

A
V
L
之
吃
nu

前

K
述
へ
た
る
所
民
自
て
明
、か
な

る

一"へ
ゑ
吃
離
も
夏
一民
之
乞
証
せ
一え
定
欲
せ
し
は
須
佐
之
男
命
か
高
天
原
以
上
h
v

家
安
せ
る
乏
を
天
照
太
紬
仰
が
必
義

L
S
必
伝
ら
し
我
田
を
奪
は
ん
を
欲
ふ
に

之
ヌ
y
d
乙
・
認
給
ぴ
一む
を
以
て
明
か
な

-wy
之
は
・
貧
民
高
天
原
だ
他
の
国
々
包
接
繊

せ
る
議
機
比

L
4
L『
〈
に
モ
云
ふ
言
葉
の
境
問
俳
吃
云
ふ
滋
サ
炉
、
タ
鱗
居
翁
の
説

a

位。円く
-K
』
さ
云
P
F

名
は
践
の
意
な

b
東
胞
に
て
し指ご乞『
y
y
ね
」
を
云
ム
に
て
知
る
ハ

じ
し
か

i
れ
は
地
一m
天
を
等
ゑ
く
庇
く
閣
内
γ

限
の
わ
れ
〈
狭
さ
に
一似
た
h
，
云
々

(
中
路
)
然

b
関
し
て
彼
の
下
企
叉

n
土
る
芝
云
ふ
乙
芝
も
必
ず
I
V

叫均一六
.必
定
地

J

. ・. . 

4・

• 

?
の
意
民
一令
ら
す
む
だ
現
は
今
日
h

い
て
も
滞
都
を
中
央
乞
7

定
め
て
之
一民
・
緯
か

る
を
不
ム
ツ
定
二
a
n
v
之
に
向
ム

.K
上
る
芝
公
ム

K

6
ら
す
や
(
中
路
必
m
b
而
一心
之

天
孫
降
臨
却
も
日
子
喬
総
遁
々
一
蕊
命
の
日
向
の
図
比
移
A
リ
坐
す
に
及
び
て
は

沼
本
の
'政
腐

n
分
れ
て
ん三
つ
巴

z
a
y
閥
図
の
高
天
原
政
府
定
九
州
の
高
千
一一穂

政
府
底
分
れ
た

b
是
れ
嘗
時
の
政
路
上
恐

f
n
a
u
b
ι
待
芯
る
に
出
た
る
も

.

の
民
し
て
恰
も
高
千
穂
政
府
は
高
J

天
原
政
府
の
出
張
所
の
如
含
観
あ
少
し
ら

ヲ
ん
欽
一h
仏
政
事
及

U
他
の
人
事
上
の
事
に
し
で
高
千
穂
啄
府
の
決
し
難
色
d
J
も

の
-b
る

K
及
ん
て
、
れ
必
す
裁
決
を
高
天
原
政
府
民
総
認
せ
る
も
の

3
如
し
高

千
滋
政
府
開
設
h
A
就
て
は
随
、
分
面
倒
歩
治
法
事

m
時
々
大
図
主
悠

t
交
渉
ゐ

。
ゐ
は
白
て
も
知
る
渇
然

b
而
し
て
天
孫
一か
何
故
に
お
向
の
高
千
穂
に
御
移
一

鱒

b

b
し
ゃ
裳
の
理
由
nu

之
を
知
る
之
総
は
す
定
雄
も
恐
〈

n一
此
の
'日
両
地

.

方
n
u
a
ふ
た
定
A

少
し
領
主
な
き
乏
人
民
の
絵
w
i
b
k
繁
殖
せ

3
a
じ
を
'以
て
恰
法
人
'一

日

本

よ

伐

の

榊

の

震

物

に

あ

ら

ず

六

十

戸

、.

h 

、
1

・・

.

6

l

‘

.
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六
十
二

今
日
の
殖
~民
地
を
聞
く
か
如

S
政
勝
一民
一向
。
…十
七
も
の
あ
ら
ん
該
地
方
か
無
人

強
誌
の
地
た

b
玄
乙
廷
判
一一古
事
・記
天
孫
ー
降
臨
の
段
民
於
是
苓
肉
韓
国
を
笠
沙

之
御
前

K
真
家
渇
セ
詔
之
此
地

，n
朝
日
之
直
刻
闘
夕
日
之
日
ー
照
固
な
A
Y

故
比

地
そ
甚
吉
地
を
溜
給

ω
て
云
，
・々
韓
国
れ
…倍
字
除
去
三
か
ら
困
』
即
ち
『
窓
鹿
図

b

寸
議
い
し
て
紀
に
云
ふ

mm
の
盗
周
忌
れ
れ
嘗
時
此
の
日
.
拘
地
方
の
無
人
強
撲
の

地
た
る
を
知
る
ヘ
・

3
…な

b
二

h
.‘

天
採
れ
高
天
原
よ
A
3

般
出
金
し

7
、、

一て
四
闘
の
沿
岸
ょ
，
り
大
隅
の
外
海
を
総

6
日
向
は
絢
安
若
御
土
陸
ぁ

b
，
て
比
の
高
千
穂
の
地
勢
高
燥
に
し
℃
皇
基
を

固
め
玉
ふ
ヘ
ハ
診
の
地
た
る
乞
相
し
て
注
いて
は
比
・地
底
宮
城
宏
見
立
給

ω
し
治

の
な
ら
ん
古
俸
は
御
締
出
の
有
様
念
館
一し
て

一
一九……

制

叶

故
調
天
津
日
子
喬
総
選
一々

蕗
命
天
之
石
位
乞
離
れ
天
之
八
重
多
那
裳
を
抑
分

.，t
¥
'
 

小て
伊
都
能
剣
和
般
知
和
肢
手
天
給
付
橋
ふ
字
肢
士
摩
迎
ι

蘇
理
s
多
々
新
天
筑
紫
日

、

，
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一
向
之
高
千
穂
之
久
士
布
一流
多
気
に
天
海
坐
じ
h
d
質
比
御
婚
出
の
有
機
の
勇
批

ケ
な
一似
しゑ
を
想
ふ
べ

.し
(
天
・
浮
橋
は
訟
な
か
乏
の
一古
続
b

A

Y
・大
に
よ
じ
)
ヨ
れ
は
我

γ
上
代
の
歴
史

一n
所
謂
紳
代
位
別
に
じ
芯
之
を
三
一期
比
分
つ
乙
吃
含
一得
へ
じ
民

.ぺ一〈
高
天
原
時
代
日
〈
高
天
原
高
千
穂
両
立
時
代
田
ぐ
高
千
穂
時
代
即
も
是
れ

ぺ，
な
A
Y

高
天
原
時
代
の
末

n
一高
天
原
高
千
穂
両
立
の
他
府
代
に
じ
て
臭
化
の
来
漸

い
包
共

-K
高
天
原
政
府

n
終
に
神
…武
の
高
千
穂
膝
府
巴
再

U
合
同
陽
一
せ

b
一郎
-

a

一ち
我
闘
の
腐
化

n

一
n
巳
民
高
天
原
時
代
に
於
て
四
闘
乞
中
心
定
之
て
中
・
踊

・
川
南
海
民
及
以
一
は
高
千
穂
政
府
の
開
設

ι共
比
九
州
の
東
織
に
始
L
9
漸
次
東

一
K
及
以
た
A
9

定
云
ふ
へ
し
(
中
略
)
高
天
原
を
以
て
天
上
の
一
界
芝
な
す
も
の

n

窓
想
に
院
側
.
せ
采
之
を
海
外
の
一
地
方
乞
な
す
も
の

n
日
本
上
代
の
形
勢

K
騰

に
き
唱
も
の
な

b
d乙
云

n
3
る
へ
か
p
り
す

6
mち
『
が
ミ
』
が
支
那
の
¥
紳
叉

n

J
タ
ト
』
の
如
a
d
m縫
物
一に
ゐ
ら
3
A
F
し
も
穏
々
の
袋

刊
日

本

よ

伐

の

紳

ぬ

兎

物

に

わ

ら

ず

弐

十

三

• -



犬
十
四

• 

な
遜
に
白
川一て
移
民
叩
J

一
種
しの
霊
物
?の
如
ぐ
看
倣
wo
…れ
ゑ
乙
J

虫、
一れ
前
hh
越
・
ペ
在
る
か
如

一

a

し
と
の
援
濯
の
移
行

-n終
に
紳
遊
な
る
一一一日
程
の
宗
教
類
似
物
を
化
成
し
一家
れ

b

此
の
紳
越
な
る
も
の

Jn
賞
・
に
『
が

-z
b
誤
解
霊
紛
の
.迷
想
そ
以
て
遺
@
れ
允

V
6
6

、
め
院
し
て
英
の
説
・JX
所
亦
頗
る
‘
奇
怪
・な

ry紳
一
道
の
穏

n
己
に
遼
J
Y

藤
原
粂
良
ー後

日

の
日
本
紀
築
疏
の
中
一民
晃
ゆ
後
叉
種
々
の
沿
革
乞
経
で
唯
一
一
紳
道
包
多
少
両
部
-

習
A

官
赫
一滋
d

む
な
~み
唯
ム
紳
道
吃
れ
天
道

n

m
，ち
‘
人
"滋
也
人
滋

n

m
γち
是
・天
道
、山働

‘宋
，人
喰

ハ一一J
か
る
が
放
に
唯

一一ー
紳
鑑
定
云
ム
天
火
H

曜
か?
の
浬
を
窮
め
'ト，t-立
で

・た

a

k
由
。
一
J

に
迄
を
理
奉
納
W

滋
を
一べ一
お
ふ
乞
且
つ
・一唯
、一
紳
道
に
も
新
奮
の
一
二
波
訟
の

13

醤
総
γn
唯
.r

一一
の
表
み

n
偽
滋
乞
現
は
訴
す
じ
で
裏
面
に
偽
家
の
γ

会

開

易

給

撤

mm

顕
密
殺
な

dc
.3

云
'ふ
十
偽
理
一を
以
て
遺
る
巴
践
活
表
爵
n
い
権

一一
の
紳
越
な
る
bι

以

'
て
聡
札γ
プ
融
明
道
を
云
ぬ
い
叉
一新
織
の
云
ふ

m
m
m
"会
〈
俳
誌
を
除
a
d
J
-
に
必
母
川越
感
a

念
以

て
遺

0
・一た
る
天
紳
唯
ご
の
一諮
る
A

リ
也
前
部
哲
A
V

締
結
.芯
る
誌
の

・.n
彼
ーの
本
ト地
建

-
. 

跡

K
尚
て
'一成
ふ
英
他
A

附，紬
脚
道

mv種
々
に
分
立
し
各
裳
の
見
る

m
m
w
h
自

で

実

践

乞

立
つ
然
M
W

定
治
要
す
る
に
'
偽
説
を
加
除
し
た
る
・
効
の

k
b
S
3
れ
n
ぃ
必
盤
帽
を
取

一

拾
し
た
る
、も
の

K
池
一主
す
近
世
一巳
及
ん
て
h

紳
儒
傍
A
質
問
毘
義
る
る
も
の
を
唱
ふ

る
も
の
ゐ

b
彼
・等

n凡
て
我
上
代
の
歴
史

K
諸
積
の
理
設
を
限
期
γ
じ
た
る
も
の

な
る
を
以
て
業
説
ぺ
一所
頗
る
奇
異
あ
る
紳
滋
の
三
部
経

lc
務
へ
じ
も
の

n
夫
元

肺
結
波
柿
妙
怒
、
地
元
締
湿
紳
妙
経
.
人
元
紳
カ
紳
妙
経
即
ち
是
れ
る

b
之
を
以
て
鋤
~

家
の
三
部
怒
、
k
擬
玖
ん
・
ぜ
勉
め
た

b
且
つ
ヌ
千
度
の
務
、
夜
皮
の
緩
等
吃
締
じ
℃

.
緩
の
詞
を
繰
返
し
J

穣
み
穣
れ
b
L

緩
払
済
む
る
乞
な
も
然
れ
を
も
之
の
緩
・の
詞

n
…

賓
広
い朝
家
こ
季
の
緩
に
用
ふ
る

m
m
k
ゑ
て
之
を
遜
常
人
民
一糾
病
難
災
厄
ぞ
解
除
F1
1h

せ
・
ん
鎗
め
に
濫
用
す
る
υn
一大
に
不
敬
の
γ

所
業
た

b
じ
.を
免
れ
ず
然
れ
ぜ
杭
・
繁
勝
一

更
に
・
之
を
怪
な
も
の
あ
か
ib
ゑ
其
他
六
根
橋
浮
の
緩
無
上
盤
受
υ

紳
道
加
持
の
詞

等
種
み
あ
れ
、定
も
い概
ね
悲
強
附
曾
し
て
・
偽
家
・の
経
典
ゐ
擬
悲
し
み
外
あ
ら
す
羽
一ぺ

日

本

よ

伐

の

紬

脚

内

窓

物

下

い

あ

ら

ず

犬

十

混

. 、



一れ
ホ
!
一川LVu
h
・

u
vw
m
JJ
A
J
1
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一
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一

六
十
六

万
築
設
必
所
の
奇
怪
な
る
の
み
、な
ら
ず
其

一の
一行

、ぷ
mm
も
亦
頗
る
奇
怪
比
し
て
絡

倒
抱
腹
児
戯
比
類
す
る
弘

J

の
、
-み
な
h
y
じ
近
世
に
及
必
て
稀
上
比
限
習
を
去
か

た
る
か
如
し
怠
躍
す
も
ぬ
阿
茶
話

c
m
m
n
奇
怪
渚

mm
の
隠
見
の
み
托
じ
一
で
英
行
ふ
節

亦
文
化
の
進
歩
を
妨

C
る
も
の
争
じ
ゅ
と
せ
歩
即
ち
成
る
三
磁
の
宗
数

n
其
の
曾

営
の
主
に
鉄
製
の
絡
を
渡
じ
是
れ
天
の
浮
橋
争

b
芝
一

x
a信
徒
を
し
で
・之

を

波

ら
ん
ひ
叉

Jvp魂
を
炭
く
る
“注
縛
・し
で
紙
上
に
天
照
太
紳
包
容
し
た
る
も
の
を
収

て
之
左
把
持

ι信
徒
を
し
て
之
に
鯛
れ
ー
し
め
暫
時
に
し
で
湿
気
を
戚
す
る
に
霊

れ
円
即
ち
紳
魂
の
湿
し
泥
る
あ
か
を
云
ふ
其
他
胸
水
炉
-
縛
し
て
水
を
病
者
じ
奥

.
ヘ
裁
い
吉
凶
渦
一
臓
を
ト
ナ

6
等
池
田
日
一の
両
部
神
道
宮

b
も
甚
し
き
も
の
み
A
Y

是

等

n
.ロル
ι
極
め
て
基
督
数
…の
妄
念
誹
れ
定
も
裳
め
白
一必
読
ζ

所
の
坊
も
の

n
夏
区

比
の
基
督
の
・奇
跡
な
る
も

6
主

b
甚

C
b
dも
の
み
A

リ
そ
の
偏
見
笑
ふ
へ

3
な
か

猷
に
彼
等
か
致
曾
堂
を
晃

J3
彼
等
か
，紳
患
な
A
V

定
じ
て
努
山
bm
ず
い
る
腕
の
鐙
堂

n

• 
-

. 
-

. 
. 

，
震
物
非
霊
物
の
雑
居
地
に
じ
で
そ
の
殿
堂

n
和
漢
洋
及
川
ω
印
反
抗
哀
の
袋
飾
乞

以
む
畿
般
を
畿
ふ
の
奇
観
あ
る
ゆ
か
a
y
億
数
の
自
由
わ
仙
似
の
之
は
閲
訪
す
る
所
h
h

あ
一彦
ヂ
加
之
熱
必
吃
必
カ
の
戚
泊

n
時
に
}
極
の
綾
象
を
還
す
る
を
以
て
仮
令

彼
等

b
.如
何
な
る
行
震
を
な
す
も
益
支
へ
な
七
忠
雄
も
裳
の
盤
物
一民
皇
純
白
思
議

mv
御
名
吃
配
ゑ
皇
組
皇
宗
'
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か
心
之
…れ
い池
誠
一の
伶
湾
ふ
・

だ

る
ー徴
…な
る
を
J

以
一労

4
港内
一一氏
側
同
呼
宗
る
しむ
包
を
一品
物
ゆ
周
園
の
人
治
み
だ
一何
・れ

の
地
一歳
~恭
一設
ト一ぜ

b
"を
問
一ぷ
一ベ
一む
然
一る
包

3
1n
彼
入
わ

一説
明
菜
地
の
地
旗
手
訟

を
答
一ぶ
訟
を
以
一で

λ
ゲ
n
一し種
々

hO
努

問
一を
綬
Yυ

宅
地
擬
似
一致
一一不
v
ど
一位
打
♂
あ
huSJ

U

'業
他
地
裁
億
九
伺
を

J

努
・す

S
3…一令
大
一湾
総
節
手
一子
一・が
れ
バ
'俊
れ
いいあ
が
御
開
J

せ
一b

-yd

s

ぺ霊
沼
崎
生
霊
及
苑

g
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-…首
十

お
けだ
じ
定
ぺ云
へ
一一n
-地
・
誠
一…n
一環
荷
台
、
が
広
之
を
謡
歌
ず
叉
一銭
~ぢ
町
一一何
仁志
i
?
を
…も

守
曲
倒
傍
A
Y
AY

ι

3
る
の
一む
吃
云
一六
日
内
地
威
一立
h

で
錦
ふ
J
1

周
圏
一一役
人
一…↓
一整
に
鑓
歌

し
て
之
れ
比
一勧
モ
之
を
し
地
蔵
付
芝
一一-
a
A盛
に
行
政
る
よ
習
俗
あ
-Hi
y

忠
商
じ
で

い
会
p
h
一種
々
の
欝
戯
鯵
れ
内
地
蔵
御
腸

b
b
る
へ
い
む
，g-
二訴
山川
一代
地
減
突
.
然
史
じ

て
樹
氏
…倒
v
Q
是
れ
却
宅
地
臓
が
一勝
、
去
…b
.ゑ
徴
あ
る
に
式
市
ツ
彼
の
い目
隠
せ

U
・

一
入
h

の
額
一に
パ水
一を
吹

3
一か

rw叉
内
装
脊
老
打
…り
一等
を
な
せ
は
暫
時
民
家
宅
一精
油
脚

整
復
“ふ
ぞ
也
、然

J

れ
.dc
も
助
の
演
七
、
友
海
種
々
の
事
柄
れ
九
兆
之
を
記
臆
J
T
渇

ミ

a

一芝
山
か
む
実
業
・の

滋

一歩
る
え
.2乏
の
官
て
葉
、の
一入
一知
ち
ぷ
る
之
芝
そ
効
之
宮
行
ふ

定
而
む
'…て
一英
の
演
飽
事
ふ
る
乙
乞
叉
静
穏
一一一
宮
鐸

η
丸
て
・
尋
問
す

5
1八
の

思

矯

せ

お
ど
涯
一
εぃ跨
珍
思
錦
せ
る

一か
一刻
舎
一念
館
山
机
一る
….吃
云
み
ん一
バ
プ

ハ

之
の
事
れ
各
地
方

K
行
は
る
-
I
'拾
の

K
ゑ
芝
府
下
近
傍
の
一英
村
等

K
弘
之
を
行

ふ
モ
澄
16
k
y
ι
一間
存
一議
む
必
カ
威
一俸
に
外
な

8
3
“る

あ
一b
Jhれ一
切

ぃ内

お1

予
か
一一仰
木
謀
長
'n
本

術
'ゆ
務
府
知
h
h

熱

d
u
k
J心
て
程
々
の
銃
一般
そ
芯
成
お
に
孤

:

る
袋
一の
'
隠
凋
の
妙
.一念
得
た
待
合
一〈
…}い盛
一浮
に
拘
.
…ぺ
巳
れ
J
C
潤
坐
対
や
め
一L
K

也
av
-
-

-

・
:

4

少
し
芯
一方
法
を
一周
一ゐ
十
グ
ー
γ
花
盛
浮

n一謀
長
の
沿
坊
bι

減
凌
一札
綿
一な
悦
惚
売
る

一一一の
一mm
吃
一塁
一段
斗
ぷ
一潟
県
川
傍
uj
b
i
一品

mi--引にゆ
一石
川
必
淑
サ
丞
マ
白
川
崎
泊
五
銭
ゆ
羽

銅
賞
忠
敬
・
"の
持
完
治
宇
一銭
一汐
鈎
.貨
d
A

夜

鍛

冶

す

怜

定

蕊

μ
去
比
一一縛
晶
子

n
粉
治
十
一

暫
必
一之
宮
見
'絞
りん九
た
伊
ゅ
の
，渇
交
娘
一サ
一hm
忠
一定
一巳
~れ
の
持
乞
る
‘銅
貨
危
誠
氏
いに

一
波
し
小
石

k
a銅
袋
必
信
、
リ似

て
'之
?
?
受
一
け
ぽ
寧
比
一之
を
懐
中
仇
欣
め
一た
ゆ
呉

一
叉
一
一一・枚
の
一白
紙
を
持
一右
京
ゆ
章
子
一会
一枝
一hn
嘗
年
ーニ
年
三
グ
月
な
'ゆ
之
に
何
な

、A
号
a

・、

一
A
q

吃
記
載
せ
一よ
注
云
以
し
に
ι

盆
苦

n
書
く
乙
芝
克
は
ず
芭
云
一0
2
か
は
氏

n

L

一.
然
ら

-n
放
れ
嘗
年
寸
五
歳
な
i
J

一方
蕗
潟
崎
町
吃
書
叫
り
ょ
忠
一
お
U
1
1
υ

に
彼
吠
一美
事
一γ
一一

-K
乏
-f
認
め
た
み
氏
衣
夏
h
A
J

一
築
笠
原
t
v
山
砲
も
心
枝
川
曾
年
治
娘
一一な
制
日之
w
h
n唄

'
一一一

一
路
鳥
時
と
書
け
よ
乞
一
お
か
し
に
-
君
子
態
乞
み
定
之
土
寄
せ
JI
ゲ
然
Jm
w
吃
も
之
乞

-
B
寄
生
霊
及
苑
-z

e

・

一官ゐ
1
白
一
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ーんWN
イ
ベ

JJ3及
川
丸
刈
ぷ
給
付

・

“

)

ン

い

た

一旬
品
川
-M

，

前
の
悼
む
の
怜
泌
す
，M
々
は
一泡

h
c
k
b
m
t
y
一%
一金
〈
源
一
ゑ
み
か
会
一
一幼
児
殺
寄
せ
る

一学
の
・一

.3
如
べん
な
少
品
数
民
於
宍
一氏
ふ
一二霊
一子
決
一向
一以
泊
t
t
一一也
、去
一抗
べ虚
子
nu
一始
一一砂
，V
A
・鴻

一一一

γ

に1
1

因
。
ふ
も
先
に
銅
貨
一足
白
銅
貨
忠
一変
貌
せ
ν

お
乙
ヰ
一一れ
少
ゑ
一5
・
z
t
記
臆
せ
・

8
1
9
1
u
-i
y
 

J
9
1

J・吋

叉
英
一氏
支
出
ぺ形
勝
一入
一ゆ
か
さ
種
山
々
に
一本
術
ubι

研
一宛
心
大
本
英

J

ゆ
妙
。
吃
煩
沙
流
会
一

一

一
・む
が
箪
・は
~必
均
作
用
の
み

h

比
一式

b
友
人
そ

J

制
せ
札
之
笠
(乞
試
験
沿
い
之
比
一
公
た

♂好
結
一県一
b
R
締十
一業

史
"雄

vG
犬
協
約
ひ
ん
小
児
等
れ
(
一
生
一一れ
いに
百
五
庁

一畑
一念
滋
過
せ
心
必

.

の
)
蹄

3
一必
一力

作

用

は

よ
…均
一一随
揮
に
い
行
動
一浩
一九
ぃめ
一得
¥る
は
ハ湿
ー均
一心

忠
一
~い

ー
一一川一

千

E

又
深
氏
一合
試
験
淀
礼
一統
仁
仏
れ

ルハ
一魔

術
一の
始
効
施
術
品
也
寸法
リ
れ
の
い仰
の
沢
川
一凋

品
川

，

A
被
…術
者

k
fゑ
ズ
身
尚
一ぷ
行
動
一一せ一
一心
御
門一込

1
・…必
一a
p
T
滋
w
A
悩
術
渚
法
外
の

島
市

・

J

J

J

・
-

:

一人
民
一ゑ
之
被
一術
渚
・1r
ゆ
一だ
っ自
由

X
約
一勘
定

一一み
必
ん
ー
す
る
"怖
い外
施
締
法
の
一承
一

一

一路
乞
ベ
符
ーを
し
る

A
U一か
い9
yim
渇

施
、術
渚
a

か
いい
必
カ
乞
浪
人
一代
移
特
定
、
ル
ゆ
だ
る
必

.・

Y
K
M砂

6
3
れ

v
n
局
‘外
者
の
怠
思
に
随
一t
y
也

被

術

務

を

制
一章
恥
-UJ

事
.一.能
氏
怒
る

tm

いい
，
合
併
吃
是
れ
質

KJ然
訟
が
.
3
鐙
混
に
じ
宅

一令
官
一whv
之
を
説
明
・
取
れ
h
n
m

較

術

者

の
一
け

や
必
身
内
施
術
者
の
必
比
一連
繋
せ
一み
と
一忠
実

m即
応
電
・
線
ベ乞

張

れ

る
e

前町
一如
必
敢
に
し

三
者
む
施
術
者
以
外

一の
一.
米
民
.じ
}定
紋
術
者
を
行
動
せ
γ
忙し

U

め
ん
包
・
叩
ふ
る
み

-m
先

O
J

r一誕
の
一電
、線
b
L

局
外
務
M
W
縛
繋
ぜ

-G
一め
一3
る
へ

…b
G
3
る
か
，
如
し
放
じ
一
一党
ぴ
一

11

施
術
者
の
必
許
乞
待
しれ
は

-
z
k運
動
吃
じ
め
符
いる
之
を
少
じ
も
施
術
者
い怠
田
沢

一℃
一あ
る
之
な
心

e

九
一位

y
l
J

・・ぃ1
・・一いニ，
.
L

・パ
・・.，

，
.前~
ゴvい
.
N
.
J

対九
M
MV
r
J
b
u
u.K
1.ι

いわぷ
一一ド一・
，iU
G
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震
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沼
生
盤
及
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一宥十
・四

川

一
…一一

夢

及

一一奇

夢

一一一ぺ
一一一一ー
一
一e
J

…

患
に
夢
忠
一一い
へ

n
睡
眠
中

一に
生
起
す
る
所
の

一一
一種
の
精
紳
作
用
に
し
て
"平
生
深

く
思
策
す
る
と
乏
又
一一n
健
一時
忠
一第
一じ
及
…U
一一見
聞
せ
J

じ
事
一拐
の
睡
眠
時
記
方
。
不

u
.

規
制
は
筋
線
じ
て
頻
々
脳
裏
に
往
来
す
る
も
の
に
し
て
忽
に
し
て
起

b
忽
に
友

で
滅
ゑ
葉
山
肌
，の
千
態
万
機
は
じ
て
援
化
窮
A
9
歩

ad
乙
を
貨
に
想
像
事
及

nい
涼
る

も
の
あ
i
y
之
を
要
す
る
に
夢
の
新
一の
如
ぐ
…断
続
不
・整
な
る

ni一会
J
V
必
性
の
注
意
r

カ
営
欠
不
が
威
一門
僅
が
降
注
意
しカ
J

の
存
在
ム
9
.る
応
弘
治
る
も
の
ふ

b
ん
滋
乞
以
て

限
凶
州
民
於
で
・
n
.4
の
事
柄
乞
想
像
す
る
も
必
ず
-
初
め
.必

b
健
dA
"

に
至
る
ま
て
鵬
-

序
整
然
一定
、去
で
前
後
不
備
な
る
が
如
怠
一一乙
一乏
な
じ
と
雄
ぃ一も
夢
比
在
一一で
目的
い
裳
の
思

考
事

"6
.所
想
像
J

ト
マ
る
一腕
多

-c
n一首
尾
不
盤
底
じ
で
挺
第
あ
⑤
と
吃
る
じ
'
是
料
開

ち

前

一民
-
お

A

E
法
一意
作
舟
の
欠
む
せ
る
一銭
め
民
必
性
作
協
が
…思
想
の
聯
一合
一せ

S

台

、ー
に

，穏
今
緯
多
…~の
事
柄
比
一想
到
じ
葉
J

の
想
像
・
ど
以
て

一、盛・
8
に
事
貧
乏
あ
す
時

， 

よ
る
も
の
一あ
ゑ
…依
比
…忽
一色

K
L
r春
薗
，に
一味
念
一乱
れ
た
る
一一花
乞
見
一る
を
・慰
へ

n

叉
忽
ち
に
天
窓

ku
飛
揚
ず
る
、
だ
と
あ
か
一成
W
H
.

一海
洋

K
.航
一じ
一滅
的
未
.た
知
ら

3
v
af

の
闘
に
到
る
一何
そ
J

葉
の
現
象
の
奇
ふ
し
て
且
一つ
怪
る
.
る
一一一是
一れ
他
あ
じ
想
像
そ
以
一

吃
等
賞
担
談
，A
Y

裳
の
想
像
'
行
一死
前
後
不
盤
緩
め
〈
錯
雑
せ
み
仏も
の
ふ
タ
之
を
・
倒

ふ
一
a
b
h
a

彼
の
‘小
児
り
…遊
技
代
一行
いふ
…宗
総
予
脅
す
る
一礼
治
の
に
異
る
之
定
な
し
ゅ
字
伊
ー一

つ

。c
-
nr

始
め
の
一
人
先
一
λ

字
を
書
す
る
吃

3
h
他
の
…兇
-
蛍

n
其
の
文
字
の
偏
又
、
n
一

っ
く

b

k
依
ず
お
~種
'々

の
文
~一宗
主
…書
す
る
ト…も
の
ふ
A
9

即
ち
'
プ
入
先
つ
休
字
宏
一番
安
一

れ
れ
--J

次
は
祢
一宇
の
ホ

k
m公
一乞
配
し
て
秘
一宇
一ルι
遣
る
か
如
く
順
次
袋
縛
し
て
穏
々

~
の
次
字
t

ル
令
書
.
す
る
た
‘云
ふ
一夢
の
現
象

n
殆
ん
吋と
之
一区
田
沢

b
…乙
一乏
な
し

rJ

J
・

夢
一
nJ新
一の
一一如
ぺ
・…一不
~規
則
(k
uし
て
、縫
川綴
不
-一定
歩
一る
も
の
ふ

iy-忠
一雄
一
也
時
、包
し
支

nJ'

〆

終

始

願

序

E
L一色
之
島
定
め

b
乙
n
園
川よ
一A
9

…希
有

K
一属
才
一
る
も
の
ゆ
か
b
何
一入
の
務
S1
1

も
多
く
れ
不
整
不
規
約
あ
る
も
の
誌
・
，
h

ゑ
て
雲
を
鏑
む
か
如
急
会
惨
を
す
人
一
わ
識

夢
及
奇
mF

，

冒
す
sa-
-
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一
言
千
六

の
性
質
に
尚
一て
卒
γ

繁
一一
事
物
を
思
考
一ず
る
日以
は
思
想
の
動
作
整
然

'L
'じ
て
其
の

一順
序
~の
一一乱
れ

3
る
も
の
の
A
Y
一叉
思
想
散
漫
錯
雑
γ

じ
で
忽
ち
'或
る
事
物

一時
就
で
忠

一ン

考
ず
る
か
を
見
れ
一一段
叉
忽
¥ち
し・
思
想
一一計
一他
民
移
一か
で
夏
一氏
起
絡
む
獲
が

3
・る

b
j

3
れ
比
一睡
眠
時
の
想
像
一一即
J6
夢
んは
い在
一て
は
多
少

νギ
にの
性
質
に
白
て
順
序
正
いし
…

JH

S
も
移•• 

0
叉
答
ら
怠

一る
も
あ
いいる
・へ
じ
…イパ
…一

夢
れ
質
一区
一不
規
則
る
広
一想
像
一一の
如
じ
然
れ
吃

W
'そ
の
想
像
な

いる
と
き
そ
忠
…
れ

一一て

一之
を
事
貨
な
る
包
誤
認
・川せ
湯
川も
の
あ
グ
恰
も
徐
の
一銭
商

K
封

一へ
る
太

一が
お
の
影

像
の
自
己
一の
一反
…射
物
2

花
、Jb
一一バと
ε
'bLbω

ル
て
銃
後
k
人

b
-iy
を
あ
す
み
回
潟
h

ら
ず

い一ぺ
局
M
H

・

夢
門
前
越
せ
る
如
'ぐ
睡
眠
中
氏
起
る
思
知
山
ー
の
作
周
忌

一必
飲
，K
穴
安
心
，
脳
鎚
作
用
む

休
止
レ
ハで
其

K
総
陸
け
て
る
時

k

h
一決
し
て
夢
乞
結
d
p
?
?
小も
あ
一む
も
れ

nJ一務
れ
脳

髄
作
用
…一の
一年
一利
保
一止
じ

K
J・る
所
開
年
限
年
躍
の
墳
に
み
必
を
・結
ぶ
芯
の
一一K
じ
て
否

.
の
不
完
全
しあ
る
バ必
，位
、作
…局
が
卒
業
一一必
内
民
総
伏
せ
芯
思
・惣
の
浮
動
ず
る
に
よ
る

. 

、

も
の
あ

K
9
8
い
一ベ
，
S
も
其
の
浮
動
-
h
隊
一ど
じ
一一で
.外
来
の
剥
ー
戟
氏
促
叫
ぐ
れ
・で
み
必
乞
一
-

按
す
る
乙
包
あ
一免
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述
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